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差　額
（決算－予算）

収入 　 　 　
運営費交付金 18,348,000,000 18,825,680,050 477,680,050 (注1)
施設整備費補助金 823,000,000 822,799,663 △ 200,337
船舶建造費補助金 － － －
補助金等収入 890,000,000 1,134,100,815 244,100,815 (注2)
大学改革支援･学位授与機構施設費交付金 52,000,000 52,000,000 0
自己収入 40,358,000,000 40,586,245,855 228,245,855 　

授業料、入学料及び検定料収入 7,178,000,000 7,146,092,324 △ 31,907,676
附属病院収入 32,432,000,000 32,528,406,865 96,406,865 (注3)
財産処分収入 － 321,945 321,945
雑収入 748,000,000 911,424,721 163,424,721 (注4)

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 5,124,000,000 6,017,601,083 893,601,083 (注5)
引当金取崩 494,000,000 480,465,423 △ 13,534,577
長期借入金収入 1,486,000,000 1,311,932,000 △ 174,068,000 (注6)
貸付回収金 10,000,000 10,108,334 108,334
目的積立金取崩 － 816,074,824 816,074,824 (注7)

67,585,000,000 70,057,008,047 2,472,008,047
支出

業務費 56,738,000,000 57,005,237,202 267,237,202
教育研究経費 23,399,000,000 23,292,049,716 △ 106,950,284 (注8)
診療経費 33,339,000,000 33,713,187,486 374,187,486 (注9)

施設整備費 2,361,000,000 2,186,731,663 △ 174,268,337 (注10)
船舶建造費 － － －
補助金等 890,000,000 1,134,100,815 244,100,815 (注11)
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 5,128,000,000 5,481,544,768 353,544,768 (注12)
貸付金 34,000,000 28,250,000 △ 5,750,000
長期借入金償還金 2,434,000,000 2,419,124,409 △ 14,875,591
大学改革支援･学位授与機構施設費納付金 － － －

67,585,000,000 68,254,988,857 669,988,857

0 1,802,019,190 1,802,019,190

○ 予算と決算の差異について

(注1)

(注2)

(注3)

(注4)

(注5)

(注6)

(注7)

(注8)

(注9)

(注10)

(注11)

(注12)

計

診療経費については、(注3)に示した理由等により、予算額に比して決算額が374,187,486円多額となっていま
す。
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補助金等については、(注2)に示した理由等により、予算額に比して決算額が244,100,815円多額となっていま
す。

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、(注5)に示した理由等により、予算額に比して決算額が
353,544,768円多額となっています。

計

運営費交付金については、以下の要因により、予算額に比して決算額が477,680,050円多額となっています。
①予算段階では予定していなかった特殊要因運営費交付金が措置されたこと。
②前年度からの繰越額において、使用見込額に比して使用額が多額となったこと。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、寄附金収入及び受託研究収入の増加等により、予算額に比し
て決算額が893,601,083円多額となっています。

補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の増加により、予算額に比して決
算額が244,100,815円多額となっています。

附属病院収入については、手術件数の増加等により、予算額に比して決算額が96,406,865円多額となっていま
す。

雑収入については、版権及び特許権収入の増加等により、予算額に比して決算額が163,424,721円多額となって
います。

長期借入金収入については、予算段階では予定していなかった借入不用額が生じたため、予算額に比して決算額
が174,068,000円少額となっています。

目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった事業を計画したため、予算額に比して決算額が
816,074,824円多額となっています。

教育研究経費については、経費節減等により、予算額に比して決算額が106,950,284円少額になっています。

施設整備費については、(注6)に示した理由等により、予算額に比して決算額が174,268,337円少額になっていま
す。

収入－支出




